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私たちは持続可能怠開発目標（SDGs）を宣揮し

かつて静岡県牧之原市から御前崎市に至る榛南地方の沿岸では、カジ

メ、サガラメを代表とする豊か芯藻場があり、その規模は約8,000haと、
ー続きのものとしては圏内最大とされていた。しかし1985年頃から藻場

は衰退・消失し、その後自然回復はみられず、これに伴い沿岸のアワビ等

採貝藻漁業は低迷するなどの磯焼けが長期化している（環境庁2000、長谷

JIIら2003）。
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［そこで当プーーでは漁業関係者協力の山該即ジメを移植し可
磯根資源の代表であるアワビを放流することで、藻場と磯根資源の回復を目指している。

［ 活動内容
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［ 活動結果

‘ 植替えによる健全性保持

力ジメを網寵で保護し、種を放出するマザーゾーンの安定をはかることで、

強い波浪やアイゴ等の高い食圧に対しても耐えられるカジメ藻場が回復

しはじめている。近年では、イセエビ、など有用な磯根資源も観察され、

かつての［豊かな海】を感じさせる多くの生物が戻りつつある。
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